
帯広厚生病院                   
 

所属メンバー 

・植竹 公明 （主任部長、昭和 59 年卒）  

・那須  敬 （医長、平成 5年卒） 

・八鍬  聡 （医長、平成 6年卒）  

・大橋 宏史 （医師、平成 19 年卒、非医会員）   

・安藤 明子 （医師、平成 21 年卒）（～平成 25 年 9 月） 

・河野  修  （医師、平成 21 年卒） 

・辻岡 孝郎 （医師、平成 21 年卒）（平成 25 年 10 月～） 

・坂井佐千子 （医師、平成 22 年卒） 

・寺田 健作 （医師、平成 23 年卒） 

 

 

 

卒後臨床研修医  

後期研修医         5 名  

2 年目初期研修医  13 名/年  

1 年目初期研修医    4 名/年 

 

 

 

専門外来  

・神経外来 （×1/週）  

・発達外来 （×1/週）  

・心臓外来 （×3/週）  

・川崎病外来 （×1/週） 

・免疫外来 （×1/月）  

・血液外来 （×1/月）  

・内分泌外来 （×1/月）  

・腎外来 （×1/3 月）  

・遺伝外来 （×1/6 月） 

 

 

 

 



帯広厚生病院 

 

病院全体の医師数  140 人 

小児科医師数  8 人 (うち非常勤  人) 

 

病院全体の病床数  748 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  31 床 

NICU 病床数  6 床 

新生児病床数(NICU を除く)  7 床 

 

NICU としての認定     あり 

 

平均小児科外来数  82 人/日 

平均時間外外来数  2.6 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  1,070 人/年  

年間のべ入院患者数  12,459 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  309 人/年 

 

年間分娩数  938 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  129 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 27 人/年 

年間呼吸管理患者数 225 人/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



論文・著書など  

 

なし 

 

学会発表 

全国学会 

1. 植木将弘、植竹公明、蒔田芳男、後藤雄一、西野一三: 精神運動発達遅滞があり筋生検

で診断された Ullich 先天性筋ジストロフィーの一例. 日本小児神経学会第 55 回学術

集会、大分、2013/5/31 

2. 福村 忍、渡邊年秀、皆川公夫、越智さと子、植竹公明: 乳児期早期に上衣下巨細胞性

星細胞腫を認めた 2 例. 日本小児神経学会第 55 回学術集会、大分、2013/5/31 

3．夘月ゆたか, 那須 敬: 新生児ヘモクロマトーシスによる急性肝不全に対し、内科的治

療によって改善 

した１例. 日本周産期新生児学会第 49 回学術集会、横浜、2013/7/15  

 

 

地方学会 

1. 坂井佐千子、安藤明子、池田雅彦、植木将弘、夘月ゆたか、八鍬 聡、那須 敬、植竹

公明: NICU 入院中にブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群（SSSS）を発症した一例. 第 11 回

北海道周産期談話会、札幌市、2013/8/17  

2. 安藤明子、夘月ゆたか、寺田健作、坂井佐千子、河野 修、大橋宏史、八鍬 聡、那須 

敬、植竹公明、 高橋 悟: 感染時に急性増悪した筋力低下を契機に診断されたピルビ

ン酸脱水素酵素欠損症の１例.  

北日本小児科学会第 65 回例会、仙台市、2013/9/22   

3. 河野 修、寺田健作、坂井佐千子、辻岡孝郎、大橋宏史、八鍬 聡、那須 敬、植竹公

明: 嘔吐による皮下気腫・縦隔気腫・後腹膜気腫を呈した Cryptosporidium 胃腸炎の１

例. 日本小児科学会北海道地方会第 288 回例会、札幌市、2013/12/8  

4. 寺田健作、河野 修、坂井佐千子、辻岡孝郎、大橋宏史、八鍬 聡、那須 敬、植竹公

明: 下痢・血便がなく低身長を主訴に受診したクローン病の一例. 日本小児科学会北海

道地方会第 288 回例会、札幌市、2013/12/8 

5. 坂井佐千子、寺田健作、河野 修、辻岡孝郎、大橋宏史、八鍬 聡、那須 敬、植竹公

明: 小脳梗塞を発症し診断に至った抗リン脂質抗体症候群の一例. 北海道リウマチ性

疾患研究会第 26 回例会、札幌市、2014/2/22 

6. 辻岡孝郎、寺田健作、河野 修、坂井佐千子、大橋宏史、八鍬 聡、那須 敬、植竹公

明: マイコプラズマ感染症に関連した急性脳炎の一例. 日本小児科学会北海道地方会

第 289 回例会、札幌市、2014/2/23  



7. 河野 修、寺田健作、坂井佐千子、辻岡孝郎、大橋宏史、八鍬 聡、那須 敬、植竹公

明: 痙攣重責・心肺停止後に退行なく回復し発作コントロール良好となった難治性てん

かんの一例. 日本小児神経学会北海道地方会第 23 回例会、札幌市、2014/3/15 

 

 

その他社会貢献など 

植竹 公明 

・十勝毎日新聞社 月刊「Chai」連載「子供の健康」取材協力  

・十勝肢体不自由児療育研究会 会長 

・帯広市医師会「小児救急地域医師研修会」講師  

・十勝小児虐待防止プロジェクト・チーム 

 

 

那須 敬 

・帯広厚生病院新生児蘇生法講習会 Bコース インストラクター  

・帯広厚生病院新生児蘇生法講習会 Aコース インストラクター  

 

八鍬 聡 

・帯広市学校心臓検診判定委員 

 


